
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 募 集 要 項 ◇ 

■募集内容 

 下記の「募集対象作品」に挙げた①～③の文学作品を読んで、他の人がその作品を読んでみた

くなるような表紙デザイン（イラストまたは写真）を作成してください。 

なお、複数の募集対象作品に応募していただいても構いません。 

 

■募集対象作品 

 ①『トロッコ』（著者：芥川 龍之介） 

 ②『赤とんぼ』（著者：新美 南吉） 

 ③『わらと炭と豆』（著者：グリム） 

  ※募集対象作品のテキストデータは  

仁短 moodle→附属図書館→第 11回青空文庫表紙コンテストのフォルダにあります。 

 

■応募資格 本学学生 

 

■応募規定 

 ①A4判用紙 1枚（19cm×19cm、用紙の向きは縦、横を問わない）。手書き、電子データ（Windows 

 環境で読み込める形式であれば可）どちらでも可。別添の応募用紙に必要事項を 

記入の上、作品と共に附属図書館に提出してください。手書きの場合は、附属図書館 

カウンターに提出、電子データの場合は、図書館メールアドレス（flib@jin-ai.ac.jp） 

へ送信してください。 

②作成する表紙デザイン（イラストまたは写真）の中には、必ず「募集対象作品のタイトル

（[例] トロッコ）」と「著者名（[例] 著：芥川龍之介）」を入れてください。 

  ※応募用紙（電子データ）は、 

仁短 moodle→附属図書館→第 11回青空文庫表紙コンテストのフォルダにあります。 

 

■応募締切 令和 5 年 12月 14 日(木) 

■賞 

『トロッコ』   優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

『赤とんぼ』   優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

『わらと炭と豆』 優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

  ※該当者なしの場合があります。 

 

 

 

 

Web サイト「青空文庫」には、著作権の切れた文学作品がたくさんアップロードされています。

このコンテストは、皆さんが古い文学作品に触れるきっかけになるよう開催しています。読んで

感じたこと、心に残ったことを表紙デザイン（イラストまたは写真）にして表現してみません

か？ 

https://lms.jin-ai.ac.jp/course/view.php?id=847#section-1
mailto:flib@jin-ai.ac.jp
https://lms.jin-ai.ac.jp/course/view.php?id=847#section-1


 

■入選等発表 令和 6年 1月以降予定 

 

■審査委員 

 委員長 小林 恭一     （附属図書館長） 

委員  前田 博子     （生活情報デザイン専攻） 

友田 桃子     （食物栄養専攻） 

河野 久寿     （幼児教育学科） 

重村 幹夫     （幼児教育学科） 

竹下 真弓     （附属図書館） 

松永 緋色     （附属図書館） 

 

 

■著作権 

 応募いただいた作品の諸権利は、仁愛女子短期大学附属図書館に帰属するものとします。入賞

作品及び応募いただいた作品は、図書館で所蔵の上、公開いたします。また、仁愛女子短期大学

及び附属図書館のウェブサイトや本学広報誌等において公表する場合があります。 

 

 

■募集対象の作品・作家について 

 ①『トロッコ』（著：芥川 龍之介）  

    

芥川龍之介の短編小説。沿線に住む 8歳の良平は、工事現場で使う土砂運搬用のトロッコに、 

非常にひきつけられた。夜中に現場に忍びこんでトロッコを勝手に動かし、怒鳴られて逃げだし 

たりもした。ある日彼は、トロッコを押している土工に頼みこみ、一緒にトロッコを押させてもら 

えることになった。最初は有頂天だが、だんだん村から遠くに行くにつれ、帰りが不安になる。 

（引用・出典：Wikipedia より） 

 ②『赤とんぼ』（著：新美 南吉）  

 

赤とんぼは、かわいいおじょうちゃんの赤いリボンにとまってみたくなった。誰もいない別荘。 

そこに引っ越してきた少女は、一匹の赤とんぼと出会った。                                              

（引用・出典：紀伊国屋書店 HPより） 

 ③『わらと炭と豆』（著者：グリム）  

 

あるおばあさんの家を共に逃げ出したわらと炭と豆。その道すがら、わらと炭が絶命してしまった。

不幸を笑った豆は、笑い転げているうちにとうとう弾けてしまった。通りすがりの仕立て屋が、弾

けた豆の身体を黒い糸で縫って助けてやった。                    

（引用・出典：「はぐくむ 小学館」HPより） 


